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LWV : Lully Werk Verzeichnis（リュリ作品目録） 
D. : dessus（第 1ヴァイオリン・パート） 
S.D. : second dessus（第 2ヴァイオリン・パート） 
H.C. : haute-contre（上声ヴィオラ・パート） 
T. : taille（中声ヴィオラまたは組曲版におけるヴィオラ・パート） 
Q. : quinte（下声ヴィオラ・パート） 
B. : basse（バス・パート） 
B.C. : basse continue（通奏低音パート） 
Hb. : hautbois（オーボエ・パート） 








 例： « La Martinière 1698F » とは、ド・ラ・マルティニエール Pierre-Martin De La Martinière
の著作に挿入された、1698年の 6番目のカタログを意味する。 
















例： « Lesure 1969, 22-23 » とは、1969年に出版されたルシュールの著作の 22-23頁を意
味する。 
・欧文資料の場合、タイトルはイタリックで表記し、論文タイトル等は «  » で囲む。和文























例：Isis ; Air pour le hautbois ; Que l’amour est doux à suivre ! ; la majeur  
・表、『ガゼット・ダムステルダム』の広告、ド・ロルムの書簡翻刻における日付は、フラ
ンス式に表記する。 




































ヨアン・フィリップ・フース Joan Philipp Heus（生没年不詳）、アントワーヌ・ポアンテル
Antoine Pointel（1660 – 1702）、エティエンヌ・ロジェ Estienne Roger（1665/66 – 1722）は、
オペラの声楽用または器楽用の編曲版の出版に従事したことで知られる。とりわけ、彼ら






ダーによって、「組曲版 Suitendruck」と名付けられた。シュナイダーは 1982 年の著作『ア
ンシャン・レジーム期のフランスでのリュリのオペラの受容』において、組曲版がリュリ
のオペラの国際的な受容で重要な役割を果たしたと指摘する。 
                                                 
1 リュリの劇音楽にはトラジェディ・リリック（音楽悲劇）やトラジェディ（悲劇）、バレエ、パストラル
（牧歌劇）などさまざまな区分があるが、本論文ではそれらの総称として「オペラ」を用いる。 




















方のカンに生まれ、20 歳でアムステルダムに移住したロジェは、1696 年から 1722 年まで
の間に、600点近くの楽譜や音楽理論書、音楽以外の書物を出版した。これは、当時のオラ
ンダの楽譜出版者としては飛びぬけて多いだけでなく、同時期の主要な楽譜出版者である
パリのクリストフ・バラール Christophe Ballard（1641 – 1715）やロンドンのジョン・ウォル
シュ John Walsh（1665 – 1740）4と比べても引けを取らない規模である。 
ロジェに関する先行研究ではこれまで、イタリアの器楽の出版と国際的な楽譜販売が評
価の対象となってきた5。前者においては特に、コレッリ Arcangelo Corelli（1653 – 1713）の
作品 1～4の再版、作品 5の装飾付きの版、作品 6の初版を手掛けたことから、コレッリ作
品の受容と伝播において重要な役割を果たした人物と見なされてきた6。後者に関しては、
                                                 
3 « Im gleichen Jahr wie Kussers Suiten – und darauf hat bisher kein Autor verwiesen – erschienen in Amsterdam bei 
Heus die ersten beiden Sammlungen, „Ouverture avec tous les airs“ bezeichnet, nach den Opern Cadmus und Persée, 
denen in den folgenden Jahren eine große Zahl weiterer Suiten bei Heus, Pointel und Roger folgten. Diese Ausgabe 
sind von besonderer Bedeutung, da sie die einzigen im Druck erschienenen Ouvertürensuiten Lullys sind und diese 
Ausgabe in großem Maße dazu beitrugen, den Ruf Lullys als Instrumentalkomponist zu begründen und sein Werk in 
den Niederlanden, England, Deutschland und Italien zu verbreiten.» Schneider 1982, 124-125. シュナイダーによ
る組曲版の評価に関しては、本論文第 6章を参照。 
4 ウォルシュについては、1695年～1720年までのカタログ、新聞広告から 642点の楽譜が出版していたこ
とが確認される。Smith 1948, xii. 
5 18 世紀以来のロジェに対する評価の変遷については本論文第 1章で詳しく扱う。 
6 コレッリの作品目録 Marx 1980で、イタリアの出版譜とともに主要な史料として数えられているほか、
作品 5の改訂版の解釈、作品 6の初版の成立過程については研究が進み、これらがコレッリの意図を反映
する「オーセンティックな」版であるという評価が与えられている。この点に関する研究は Rasch 1996a, 



































                                                 
7 ニューグローヴ世界音楽大事典や MGGの楽譜出版に関する項目、また大崎 2005などでおおむねこのよ
うな評価がなされた。 


































                                                 













































 第 4 章では、カタログ上での出版物の分類に注目する。第 1 節では出版物と分類の関連
性を明らかにするとともに、カタログの形態の違いが分類とどのように連動していたのか












 第 3 部では組曲版がリュリの楽譜資料全体においてどのような特徴をもつものであるか
を考察するとともに、組曲版の構造・声部書法の分析から、ロジェの目的やこだわりを明




















 第 8章では、組曲版の音楽的特徴を、5部編成のオペラから 4部編成のアンサンブルへの
加工という観点で分析する。第 1節では組曲版に共通して見られる編曲の特徴を整理する。































                                                 
10 この点に関しては本論文第 3章および資料集の表 2を参照。 














                                                 
12 Rasch Internet, Vol. 4, Part 3, Document 1691, 2. 
13 Van Eeghen 1967, Vol. IV, 69-70 ; Lesure 1969, 10-11. 
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2 « Von seiner Arbeit sind 7 Opera durch Kupfferstich bekannt worden. » Walther 1732, 184. 
3 ホーキンズとバーニーの『音楽通史』に関しては、今井 2002, 2005を参照。 
4 今井 2005, 30。 
5 « About the year 1720 Estienne Roger of Amsterdam printed a fine edition of the four Operas of Sonatas, stamped 
on copper, in the same character, with the rest of his numerous publications. Of the Concertos, the first is that 
beautiful one printed at Amsterdam for Estienne Roger and Michael Charles Le Cene, with a frontispiece before it, 
designed by Francesco Trevisani, of a muse playing and singing to the lute. » Hawkins 1776, 675. 
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名な音楽編集者にして書籍商 célèbre éditeur de musique et libraire」と呼び、そのカタログに
歴史的重要性があると見なした。フェティスはロジェとル・セーヌのカタログ7のタイトル












の中で具体的に挙げられているのは、ファン・オフェリング Rynoldus Popma van Oevering
のクラヴサン組曲、アレッサンドロ・スカルラッティ Alessandro Scarlattiのコンチェルト・
                                                 





































                                                 
8 ただしエンスヘーデは教会の婚姻、埋葬記録などを参照したはずだが、史料的な典拠は示していない。 
9 これは、オーヌイユ伯爵夫人 Madame la Comtesse d’Auneuilの『放浪する騎士たちと顔なじみの天才 Les 
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（4）Hortschansky, Klaus. 1972. « Die Datierung der frühen Musikdrucke Etienne Rogers. 
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とを「類稀な一連の能力 rare ensemble d’aptitudes」を有する人物と評価した。さらにパンシ
ェルルは、ロジェにとって器楽の出版が重要であったと指摘する中で、リュリを始めとす
るフランス・オペラの器楽編曲版の存在にも言及している。しかし、フランス音楽に関す
る記述はごくわずかで、論文の後半ではコレッリの作品 5 とヴィヴァルディの作品 6 の出
版の経緯に重点が置かれ、結果的にロジェのイタリア音楽出版者として側面がより際立つ
こととなった。 
Van Eeghen 1960-1978はアムステルダムの 1680年～1725年の書籍出版に関する研究で、
アムステルダムの市立文書館などに所蔵される一次史料をもとに、書籍出版者たちの活動
を記したものである。ロジェに関しては、出版者の経歴・活動内容をアルファベット順に
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ロジェおよびアムステルダムの状況に関しては主に、「楽譜出版 Music Publishing」の第 3節、
「彫版印刷の時代 1700～1860年」14の中で論じられている。この部分を執筆したクルンメ


































































                                                 




































                                                 
17 このようなフランスの改革派信徒が一般に「ユグノー」と呼ばれる。本論文では彼らの呼び名として主
に「ユグノー」を用い、適宜「改革派」および「新教徒」も用いるが基本的には同義である。 




































                                                 
19 ユグノーの職人たちは同業組合から除名され、官職、公証人、弁護士、助産婦などに就くことが禁止さ































                                                 
20 « Les temples encore debout seront « incessamment démolis ». Tout exercice de culte réformé demeure interdit. 
Les ministres qui refusent d’abjurer devront sortir du royaume dans le délai maximum de quinze jours [...]. Les écoles 
protestantes sont interdites. Les enfants « qui naîtront de ceux de la R. P. R. » seront baptisés par les curés. Les 
réformés qui avaient quitté le royaume pourront rentrer dans un délai de quatre mois, à l’expiration duquel leurs biens 
seront confisqués. « Très expresses et itératives défenses » sont faites aux « P. R. » de « sortir, eux, leurs femmes et 
enfants » du royaume, « sous peine pour les hommes des galères, et de confiscation de corps et de biens pour les 
femmes » ». Mours 1967, 197. 本論文のためには佐野による和訳を引用。ムール 1985, 351-352. 
21 訳を担当した佐野泰雄のあとがきより。ムール 1985, 377. 
22 西川 2002, 129. 



































                                                 
24 西川 2002, 140. 
25 深沢 1999, 187. 

































                                                 
27 コープマンは大口の商取引に従事することが多く、成功すれば政治要職にかかわる貴族階級（レヘント
層）へと上昇することもできた。杉浦 2002, 59-61. 
28 杉浦 2002, 53, 75（註 4）. 
29 杉浦 2002, 63. 
30 杉浦 2002, 65-66. 
31 杉浦 2002, 66, 77（註 21）. 
32 ウォーラーステイン 1993, 69. 
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33 « the right to exercise their craft freely, exemption for three years from import and other ordinary city charges no 
matter how wealthy they were, access to interest-free loans so they could acquire the tools of their trade, and an 
assured market for their output so long as they needed public assistance. » Scoville1960, 342. 
34 この頃、オランダはフランスの絹織物産業のノウハウを積極的に取り入れようとし、とくにタフタ織の
製造者には積極的に助成金が支払われた。Scorville 1960, 342-343. 
35 「黄金時代」以降のアムステルダムについては、大西 1992、玉木 2009などで議論されている。 
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36 杉浦 2000, 56-57. 杉浦が指摘するように、組合による移民規制あるいは推奨と、移民の職業選択との関
連については、いまだ体系的な研究が行われていない。よって、ユグノー移民が書籍商ギルドに参入する
際、他の地域からの移民に比べ何らかの優越性を持っていたかどうか、今後慎重に検討する必要がある。 

































                                                 
38 箕輪 2011, 142-143. 
39 箕輪 2011, 306. 
40 « l’impression d’infinis livres scandaleux, libelles diffamatoires sans nom d’auteur ny d’imprimeur, ny de lieu où 
ils sont imprimez, à cause du grand nombre d’imprimeurs, de libraires et relieurs qui est maintenant en nostre dit 
royaume et spécialement en nostre bonne ville de Paris ». Chauvet 1959, 80. 本論文では 二宮による和訳を引用。
二宮 1982, 8. 































                                                 







43 二宮 1982, 13. 
44 二宮 1982, 13. ただし実際は組合員も共犯となって、外国の発禁書の輸入が盛んに行われた。 


















ール・ベール Pierre Bayle（1647 – 1706）、ジャン・ルクレール Jean Leclerc（1657 – 1736）、
ピエール・デメゾ Pierre Desmaizeaux（1666 – 1745）などがいた46。中でもベールが記した『歴
史批評事典 Dictionnaire historique et critique』（1697年）は、彼がフランスにいた頃から温め
てきた宗教的寛容に関する書物で、のちの啓蒙思想に大きく影響を与えたと言われる。ま




出版することも珍しくなかった。その中にはラ・フォンテーヌの『風流譚 Contes et Nouvelles』








                                                 
46 かれらは自身の著作を発表するだけでなく、他のフランス語書物の校正も行い、それによって生計を立
てることができた。Berkvens-Stevelinck 1984/1990, 404. 








ギリス人ジョンソン Thomas Johnson、ドイツ人フリッチュ Gaspar Fritsch、オランダ人レー






















                                                 
48 Berkvens-Stevelinck 1984/1990, 405. 
49 Berkvens-Stevelinck 1984/1990, 406. 












































































2 万 5000、ルーアン地区が 1 万を超える信徒を擁し、とくにルーアンの信徒には富裕な商
人たちが含まれていた。カン地区は八つの町をつかさどり、牧師数 9、信徒数は 9000 であ
った。その中で、カンの教会は町の人口の 4 分の 1 を擁する大きな教会で、信徒の中には
                                                 
1 19 世紀の研究では Goovaerts 1880、 Enschede 1896 がロジェの伝記の端緒を成しているが、これらはアム
ステルダムに来る以前のことはほとんど触れておらず、生まれた年も記されていない。ヴァン・エーヘン
は生年を 1664年あるいは 65年としている。 





ロジェの出自に関して、ルシュールによれば、カンの戸籍謄本 état civilは第 2次大戦中の
1944 年に破壊されたため、ピエール・カレがカルヴァドス県の文書館に残したメモからの
み、辿ることができる。それによれば、ロジェの父エティエンヌ「デュ・クロ氏 sieur du Clos」
















ロジェは 1686年 2月 3日にアムステルダムのワロン派教会の信徒となった8。この宗派は
同じカルヴァン派であるユグノーに対して非常に親和的で、アムステルダム以外の都市で
                                                 
3 Mours 1967, 64. 
4 なお、カンにおいてロジェ姓を名乗る人物に関して、カレが市の助役名簿を調査した 1888年の研究では、
1573 年のピエール・ロジェ（コルニエール氏）Pierre Roger, sieur de Cornyères、1621 年のピエール・ロジ
ェ（ソルトヴァル氏）Pierre Roger, sieur de Sorteval が確認される。また、ラール C. E. Lart によって大戦前
に記された改革派教会の記録 Registers of the Protestant Church at Caen（1907年）は、1560年～1572年の洗
礼・婚姻記録をまとめた第 1巻しか現存しないようである。この中にはフィリップ・ロジェ Philippes Roger、
侍臣ロベール・ロジェ（リヨン氏）Robert Roger, écuyer, sieur de Lyon、ジュアン・ロジェ（コルニエール氏）
Jehan Roger, sieur de Cornyères、ゲラン・ロジェ Guérin Roger、マルグリット・ロジェ Margueritte Roger、ト
マ・ロジェ Thomas Rogerの名前が確認された。16世紀後半の記録ではあるが、カンのプロテスタント教徒
の中で一定数ロジェ姓を名乗る人物がいたことが分かる。 




協会は 1960年代まで続いていたという。Murdoch 1985, 79.  
7 杉浦によれば、17世紀アムステルダムの移入民の職業は地縁・血縁によって決定される部分が多く、そ
のために「地域特化」、すなわち出身地域による固定化が進んだ。ロジェが従事した印刷業は職業そのもの
が新しかったために、アムステルダム在住・移入を問わず新規参入が行われた。杉浦 2000, 59-60. 





Marie-Suzanne de Magneville（1670/71 – 1712）と結婚している。妻のド・マヌヴィルはカン
からそう遠くないバイユーの生まれ、つまりロジェの同郷人かつ同宗者である。 




ン・エーヘンによると、ロジェはその後、1695 年 10 月 10 日に「同業組合（の資格）を買






















タントの新教会などさまざまである。Van Eeghen 1967, Vol. 3, 48-49. 
10 ポアンテルの楽譜出版活動を裏付ける史料として、1685年頃と 1689年のカタログが残されている。Rasch 
Internet, Vol. 4, Part 2, Catalogue in facsimile, Pointel 1685-1689 ; Schmidt 2000, 142. 
11 « geciteerd om het gilde te kopen, » « aangenomen, daar hij 3 1/2 jaar bij Pointel en 1 jaar bij de Lorme had 
gewerkt, » Van Eeghen 1967, Vol. 4, 69. 
12 Van Eeghen 1960, Vol. 1, 14-23. ド・ロルムの義兄ジョルダンはアムステルダムのフランス語新聞『ガゼッ
ト・ダムステルダム』の創始者である。ド・ロルム自身もこの新聞の販売を担う人物として、新聞に連名
で記載されている。 























正を担当し、後者は「5年間コレッリの弟子だった having been 5 years Corelli’s Scholar」と自
称するロンドン側の人物である。ウォルシュは 1705年 10月 1日の『デイリー・クラント』
において、コレッリの曲集がハイムによって修正され、オランダで出版されるという情報
は彼を貶めるためだという広告を、ガスパリーニの署名付きで投稿し、ロジェを牽制した16。










15 この時の広告の詳細、および代理人ヴァイヤントが果たした役割については、本章第 3節を参照。 
16 『デイリー・クラント』（1701 年 10月 1日）。ルシュールによれば、同年 9 月 22 日の『ポスト・マン』
において既に、ウォルシュの同様の広告が確認される。Lesure 1969, 13. 
17 « ...have carefully examined this Edition of Corelli’s Works and have corrected a multitude of Faults that are in all 
the Former editions hitherto printed, having had the same above 2 years by me to correct it at leisure. »『ポスト・マ


















ロジェの長女フランソワーズ Françoise（1694 – 1723）は 1716年にミシェル＝シャルル・ル・
セーヌ Michel Charles Le Cène（1683/84 – 1743）と結婚する。ル・セーヌの父シャルル Charles 
Le Cèneはカン出身の著名な牧師である。彼はユグノー弾圧のさなかイギリスに渡り、プロ











                                                 
18 この時のド・ロルムの書簡に関しては、本章第 2節を参照。 
19 Daireaux 2010, 615 ; Marshall 2001, 389. 
20 Van Eeghen1965, Vol. 3: 198-199. 
21 1716年の取り決め以降の一家の行く末は Lesure 1969に詳しく書かれている。ジェンヌの死後は母方の
伯父ピエール・ド・マヌヴィル Pierre de Magnevilleが遺産処理を担当し、ロジェの従業員ドリンクマン Gerrit 
Drinkmanが相続人に指定されるが、彼もまた間もなく死亡し、残された彼の妻が遺産を相続した。しかし
翌年、ル・セーヌが遺産相続権を勝ち取ると、ドリンクマン夫人は 22000フロリンを年利 4%で受け取るこ



































点数はロジェのキャリアを通じて増加の一途を辿る。1696 年の最初のカタログ（Recueil II 
1696A）では 11点の楽譜がリストアップされ、その数は翌年に 4倍、1700年に 100点、1703











                                                 
22 ロジェのカタログの種類、レイアウト、含まれる情報については第 3章で詳しく扱う。カタログの書誌
情報と省略表記は表 4を参照。 
23 《私を待っても無駄よ Attendez-moi sous l’orme》、《サン＝ジェルマンの市 La foire de Saint Germain》、《花
嫁なしの結婚 Le Mary sans femme》の三作品。 
24 Recueil d'Airs Serieux & à Boire, Tirez des livres de Messieurs de Bousset, la Barre, Piroye du Buisson & autres 
habiles Maîtres de Paris & de divers Manuscrits d'autres habiles Maîtres de l'Europe livre premier/ livre second. 







ことがあった（表 1）。例えば 1696 年のカタログ（Recueil II 1696A）には、11 点の楽譜と
21点の書籍が掲載されている。また、同年のより遅い時期27のカタログ（De La Force 1696B）
では、楽譜 12 点に対し書籍が 48 点と、書籍は楽譜の 4 倍の数がある。その後のカタログ
ではしばらく書籍欄が設けられず、次に登場するのは 1698 年の最後のカタログ（La 













刷されたか、彼が所有している書物 Livres imprimés chés[sic] E. Roger, ou dont il a nombre」と
いう見出しが付けられているように、ロジェが印刷した書物だけでなく、他の人が印刷し、
ロジェが販売のみ行っている書物もあったようだ。実際、De La Force 1696Bのカタログに
掲載される 48 点の書物の中には、ロジェとド・ロルムが共同で出版したものが 10 点と、
共同出版を行う以前にド・ロルムが単独で出版したものが 4点確認される。前者では、ド・
ヴェルト René-Aubert de Vertotの『スウェーデンの革命史 Histoire des révolutions de Suede』
などがある。この書物は 1695年にパリの書籍商ブリュネMichel Brunetが出版允許を獲得し
て出版したもので、ド・ロルムとロジェはその海賊版を出版したのである29。一方後者では
テンプルWilliam Templeの『イギリス史入門 Introduction à l’histoire d’Angleterre』が挙げら
                                                 
26 残りの約 2割は宗教歌曲、音楽理論書、クラヴサンなど通奏低音用の器楽曲である。 










ケースだろう。たとえば 1698F のカタログにある『竜騎兵なしで改宗させる人 Le 
convertisseur sans Dragon』は、ロッテルダムの書籍商アシェ Abraham Acherが 1688年に出版
し、ロジェが販売したものである。 
一方で、1699Fのカタログに見られる大量の書物の中には、ギリシャ語によるクセノポン


















となる。アムステルダムの市立文書館に所蔵される「ワロン改革教会アーカイブ Archief van 
de Waalsch Hervormde Gemmente」［請求記号 201］は、1582年～1974年に書かれたアムステ
ルダムのワロン教会管区に関する未刊行の史料である。12種類の文書群で構成され、10番
目にあたる「執事32たちの教会会議の記録 Archief van de Consistoire van Diakenen」［請求記号
201.10.6.4］の中に、ド・ロルムが 1707 年～1708 年に送った手紙の「複写簿 Kopieregister」
                                                 

































ことが言及されているものは 19点確認される（図版 1）。それらのうち 7点がバラールに宛
てたもので、残りの 12点がその他のさまざまな書籍商宛てに書かれた（表 2）。彼らはみな
パリの書籍商、印刷家あるいは翻訳家である。12 点の中でもジャン・ブド Jean Boudot
（1685-1754）およびブド夫人に宛てた手紙が 6 点あり、これらの文面からロジェがド・ロ
ルムを通じてパリと書物の交易を行っていた様子を見て取ることができる。例えば 1707年





                                                 
33 1708年のロジェのカタログを、ド・ロルムがバラールに一足早く提供したものと思われる。 












を 3冊、『ギリシャ神話小品集』8つ折り判を 4冊、『モルッカ』を 4冊、モンの新約
聖書を 6冊、セルバンテスを 6冊36。（1707年 10月 27日） 
 
これらの書物うち、「シュタンの旅行記」と呼ばれるものは『ゴティエ・シュタンの東洋イ










                                                 
35 « J’auray soin des Livres de Mr. Roger & de retirer les Lettres d’Ossat lors qu’elles seront imprimées, & vous 
enveray le tout en son temp[sic], mais songez au paseport car j’ay un Livre qui fini en 2 vol in 12°. dont je voulais 
envoyer le titre & j’apréhande[sic] qu’on ne le contre face[sic] chez vous. » Amsterdam Stadsarchief, 201.10.6.4., 
2180B, p. 13. 「旅券 passeport」に関して、1694年のアカデミー・フランセーズによるフランス語辞典では、
「君主、あるいは権力を有する人物から、人物、家畜、商品の通行における自由と安全のために与えられ
る命令書 Ordre par escrit donné par le Souverain, ou par celuy qui a pouvoir de luy, pour la liberté & la sureté du 
passage des personnes, des hardes, des marchandises, &c.」と定義されている。書簡の文脈から、ここでは書物
の運搬を許可する証書だと考えられる。  
36 « Mr. Roger m’a envoyé pour vous 24 Voyage 7 vol. 12° de Schouten, 2 Gruyter fol., 3 Biblica Hebraica 8°, 4 
Opscula mythologia garaeca 8°, 4 Moluques, 6 Testaments de Mons, 6 Cervantes. » Amsterdam Stadsarchief, 
201.10.6.4., 2180B, p. 60.  
37 1707年 7月 8日および 19日の『ガゼット・ダムステルダム』の広告。ただし、この旅行記はカタログ
でも広告でも全 2巻と記されていることが、書簡の内容と食い違う。よく似たタイトルで『インド会社の
旅行記集 Recueil des Voiages de la Compagnie des Indes』という書籍があり、同時期に第 7巻まで販売されて
いた。ド・ロルムは両者を混同しているのかも知れないが、いずれにせよロジェ自身による印刷物である。  
38 Van Eeghen, Vol. II: 205.『ガゼット・ダムステルダム』では 1706年 6月 22日～7月 13 日に確認される。 
























                                                 
40 « ...il (Roger) m’a dit que Mr. Witte vous avoit demander les deffects en question mais qu’il n’avoit jamais pu en 
avoir raison. Il dit qu’il ne me demande aucun Livre de ceux qu’il voud[r]oit, a moins qu’il n’aye eu satisfaction sur 
tout ce qu’il vous as ecrit. » Stadsarchief Amsterdam, 201.10.6.4., 2180B, p. 21. “deffect” に関して、ファン・エー
ヘンは「完全な一冊の本をなすことはできないが、不完全な本を補うために使われる紙 vellen, waaruit geen 
vollendig exemplaar samen was te stellen en die gebruikt werden ter completering van onvolledige exemplaren」と定
義している。Van Eeghen, 1960, Vol.I, 13. 本論文では「半紙」と訳した。 
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出版を開始した 1695年に始まり、翌 1696年には年間で書籍 10点と楽譜 9点の広告が確認
される（表 3）。その後しばらく、広告は鳴りを潜めるが、1701年にはロジェの活動期間の
中で最も多い、69点の楽譜が告知されている。これにはロジェ自身の出版譜だけでなく「パ









ボワヴァン氏のオルガン曲集 2 巻、12 折り判の酒歌のパロディー2 巻、イタリアの
                                                 
41 1663 ?～1687 ?年に発刊された同名の新聞と、ライデンの新聞『ガゼット・ド・レイド Gazette de Leyde』


































                                                 
43 « Estienn Roger avertit le Public qu’il a reçû un assortiment considerable de Musique de Paris, savoir ; Les Opera 
d’Hesione & Marthesie ; Les Fêtes Galantes ; Le Triomphe des Arts ; Le Carnaval de Venise ; Le Ballet des Saisons, 
avec l’augmentation ; L’Europe Galante ; Arethuse ou la Vengence de l’Amour, & divers autres. 2. livres de Motets 
de Mr. Brossart ; 2. de Mr. Campra ; 1. de Mr. Lochon ; 1. de Mr. Valette ; 2. livres d’Orgue de Mr. Boivin ; Les 
Parodies Bachiques 2. vol, in 12. ; 4. livres d’Airs Italiens ; 1. Traité de Composition de Mr. Masson ; Les Airs 
complets de Mr. du Bousset. » 『ガゼット・ダムステルダム』89号（1701年 11 月 7日）。 
44 この点については Lesure 1956, 1969に詳しく書かれている。本論文では特に『ガゼット・ダムステルダ
ム』の広告から読み取れることを中心に述べる。 
45 « je vous diray entre nous qu’il (=Roger) (est) en guerre avec, libraire d’icy, et luy contrefait sa musique... 























受け、ロジェは続く 3 月 26 日の広告で、「音楽をこれまでで最も正しく、きわめて美しく
彫版された状態で、最低価格で販売する」48と前置きした上で、アルビノーニの作品 5 を 2
フロリン、ボノンチーニの《プレリュード》を 11 ソル、ブロサールの『音楽辞典』を 20
ソルに、いずれも値下げした。ロジェもまた、モルティエの手法を真似したのである。こ
うしたあからさまな価格引き下げ競争は、モルティエが 1710 年 2 月 18 日に没することで
終わりを告げるが、『ガゼット・ダムステルダム』の広告はその後の顛末をも物語っている。
すなわち、1711 年 5 月 19 日のモルティエ夫人による広告は、「かのモルティエが印刷した
                                                 
46 « Cette Edition est si correcte, & surpasse tellement toutes les autres Editions qu’on a faites jusqu’à present, que 
ledit Etienne Roger s’engage de donner un Ecu pour chaque faute qu’on y trouvera. Pourvû que celui qui les lui 
montra s’engage aussi de lui donner un sol pour chaque faute que ledit Etienne Roger montera dans la meilleure des 
Editions faites jusqu’à present, sans en excepter la Contrefaction qui lui a été faite depuis peu desdits Ouvrages à 
Amsterdam. On laisse le choix des Editions à la volonte de celui qui les présentera à Etienne Roger. Jamais la 
Musique ne se vendra ailleurs si correcte que chez lui, ni à si bon marché, car il sera toûjours tomber le prix de tout ce 
qu’on lui contrefera. »『ガゼット・ダムステルダム』第 10号（1709年 2月 1日）。この広告は同年 2月 26
日に繰り返される。 
47 « très-curieusement gravée, imprimée sur de très-beau papier, très-correctement corrigé, & qu’il vendra à très-bon 
marché. »『ガゼット・ダムステルダム』第 15号（1709 年 2 月 19日）。 
48 « vend la Musique la plus correcte qu’il y ait, & très-bien gravée, & au plus bas prix »『ガゼット・ダムステルダ

























グでは、1701年にロッテルダムのファン・デア・フェール Pieter Van der Veerが代理人とし
て記載されたのを皮切りに、1703 年にロンドンのヴァイヤント Vaillant 兄弟、1706 年にケ
ルンのポーナーPhilippe Poner、1708年にベルリンのデュサラ Arnauld Dusarrat (Du Sarrat)、
リエージュのデルメーア Delmeer、1710年にライプツィヒ（のちにハレに移動）のゼリウス
Adam Sellius、1712年にブリュッセルのセルステーフェンス Joseph t’Serstevens、ハンブルク
のシックハルト Johann Christian Schickhardtが追加された。また、1712年にはロンドンの代




                                                 
49 « toute la Musique que ledit Mortier a fait imprimer, avec le droit de Copie, les Planches, Nottes & tout ce qui en 












プレヴォスト Nicolas Prevostがロンドンの徒弟制度を修了し、組合員となった 1721年のこ
とである51。その後、プレヴォストは 1725年 11月にハーグの書籍商ゴス Pierre Gosse、フロ



















                                                 
50 ヴァイヤントの経歴に関しては、Murdoch 1985、Swift 1992、Christman 2014を参考にした。 
51 Swift 1992, 275.  
52 イサークはフランソワ・ポールの息子。1717年までにロンドンを離れてハーグの書籍業者組合に所属し
ていた。Swift 1992, 271. 





























ォルシュは 1700年 7月 8日、つまり上述のヴァイヤントの広告に先んじて『ロンドン・ガ
                                                 
54 1695年 10 月 24日から 1730 年 2月にかけて週三回（火・木・土）発行された新聞。正式なタイトルは
The Post Man. And the historical account. 主に外国の出来事を扱った（芝田 1991, 276）。 
55 « To all Lovers of the Symphony. Francis Vaillant French Bookseller in the Strand near Catherine Street gives 
notice, that he is now printing the new Solos of Corelli in Score as well ingraven in every particular as the Roman 
original. […] the said Vaillant is now ingraving the same Solos, the Treble and the Bass separately for the 
convenience of such who play upon the Violin or Bass Violin, so that those, who are already provided with the 
original from Rome, may have the Treble and the Bass separately, that they may play them at 3. » 『ポスト・マン』
（1700 年 8 月 24日～8月 27日） 
56 1701年のロジェのカタログで確認される《作品 5、教会ソナタ第 1集と室内ソナタ第 2集Opera quinta libro 
primo Sonata da chiesa & libro secondo Sonata da camera》である。 
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その後もウォルシュはローマ版の販売を宣伝し続けるが、9 月 17 日～19 日の『ニュース』
に掲載された広告ではアムステルダム版に対する中傷が消えていることから、ヴァイヤン
トの意見広告は一定の効果があったと思われる。このような対立は 1697年に独立したばか
                                                 
57 1665年創刊、週 2回発行の新聞。主な内容はイングランド政府の活動と外国の出来事であった（芝田 1991,  
274）。 
58 « The New Sonata’s of the famous Signior Archangelo Corelli, curiously engraven on 70 Copper-Plates, and 
printed on a large Imperial Paper, being now brought from Rome, will be ready to be delivered to Subscribers on 
Monday next... » 『ロンドン・ガゼット』（1700 年 7 月 8日） 
59 « much fairer, and more correct in the Musick, than that of Amsterdam. ... » 『ロンドン・ガゼット』（1700年 8
月 26日） 
60 « Whereas it has been published in some News Papers, that 12 Sonata’s or Solo’s composed by Archangelo Corelli, 
being his fifth and last Opera, are to be sold at the sign of the Harp and Hautboy in Catherine Street, being fairer and 
more correct in the Musick, than that of Amsterdam, [...]the said Advertisement cannot be true, seeing the Amsterdam 
Edition is not yet published, and if any one will be at the pains to consider the only Specimen in England at Francis 
Vaillants Bookseller in the Strand, he will be convinced, that the reflection past upon the Amsterdam edition is but 





















モルティエに対しても及んだ。1708 年 10月 15 日の『デイリー・クラント Daily Courant』






ます。63（1708年 10月 15日） 
 
本章第 1節で触れたように、アムステルダムでは 1708年の初め頃から、モルティエがロジ
ェに対して海賊行為を行っており、両者は 1709 年 2 月～4 月の『ガゼット・ダムステルダ
                                                 
61 « XII Sonate a tre, doi Violini, et Violone col basso per l’Organo, di Giacomo Sherard Filarmonico; neatly 
engraven on Copper Plates, and printed upon fine paper by Etienne Roger at Amsterdam, and are to be sold in 
London by Francis Vaillant, French Bookseller in the Strand near Catherine Street; where also are sold all sorts of 
Italian and French Musick [...] » 『ポスト・マン』（1701年 1月 16日） 
62 イタリアの作曲家アルビノーニ Tomaso Giovanni Albinoni（1671-1751）の 12のコンチェルト、作品 5。
ヴェネツィアのザーラによる初版譜に基づいて、ロジェが 1708年頃再版した。 
63 « Whereas several Persons having bought the said Book of Albinoni Counterfeited by Mortier at Amsterdam, and 
have found it to be so uncorrected that they have brought them to me to be exchang’d, I advertise that I sell the same 











































































































































                                                 
1 箕輪 2011, 271. 

































                                                 
3 « gravée de la dernière beauté et corrigée avec beaucoup d’exactitude » Pincherle 1946, 87. 
4 « ceux qui seront curieux de voir l’original de Mr. Corelli avec ses lettres écrittes à ce sujet, les peuvent voir chez 
Estienne Roger » Pincherle 1946, 90. 一方パンシェルルは、リュリやその後継者世代の作曲家による器楽アン
サンブル用の曲集を「ソプラノとバスのみ qu’... le premier dessus et la Basse」でも販売するというカタログ
上の言葉も引用しているが、これについては「購買を活性化するため pour activer la vente」だと評するにと
















さにあった。ロジェは 1696 年～1706 年までは毎年カタログを発行していた6。その間しば
しば、同一年に発行されていても出版物のラインナップが異なるカタログが複数存在する
ことから、年に複数回、新たなカタログが作られていたことが分かる。例えば、1697 年に
発行されたカタログを比較すると、《エール集第 3巻 Recueil d’airs sérieux et à boire...Livre 
troisième》に付属するもの［Recueil III 1697A］では出版物の総点数が 16点であるのに対し、
同シリーズの《第 4巻 Livre quatrième》 に添えられたカタログ［Recueil IV 1697C］では 26
点、《第 5巻 Livre cinquième》のもの［Recueil V 1697E］では 45点と、段階的に増加してい
る。したがって、ロジェは新たな出版物が出来上がるたびにカタログを更新していたこと
が窺える。こうした出版物の品ぞろえによって識別すると、現在 1696年に 2種類、97年に
5種類、98年に 6種類、99年に 6種類、1700年に 4種類、01年に 4種類、02年に 2種類、




た 13種類のカタログが確認されている（表 5）7。これらは 17世紀末の数年と 1704年、1708
年以降にまとまって見られるが、ロジェのように毎年継続して新たなカタログが出されて
いた訳ではないようだ。また、ロンドンのウォルシュについては、父の活動開始から子に
代替わりする 1695 年～1730 年頃までの間には、1701 年、02 年、03 年、1721 年頃、1726




6 それ以降は 1708年、1712年、1716年に発行した。 















られている。このカタログには「ハルモニア・アングリカナ Harmonia anglicana」 と呼ばれ
















                                                 
8 « The Setts of Aires in 4 parts contained in ye Several Collections of ye Musick of ye English Stage » このカタロ
グはダニエル・パーセルのオペラ《パリスの審判 The judgment of Paris》のスコア［GB-Lbl I. 325.］に添え
られている。《ハルモニア・アングリカナ》に含まれるのはイギリスのさまざまな劇音楽に基づく 4パート
用の曲集である。本論文のためには実際の楽譜を参照できなかったが、スミスによれば「あらゆる楽器の
ための for all sorts of Instruments」コンソート用のエール集であり、その多くは大英図書館にソプラノとバ
ス・パートのみ所蔵されている。Smith 1948, 17-33. この曲集については本論文第 6章でも触れる。 
59 
 


















る。このようなカタログを含む楽譜は、さまざまな作曲家による《エール集 Recueil des airs》
9、コニンク Servaas de Koninkのオペラ《アタリーAthalie》および作品 7のモテット、バッ
サーニ Giovanni Battista Bassani のモテット作品 8、11、12、13、ミサ曲作品 18と 20、アン
トーニ Pietro Degli Antoniiの《3声のミサ・コンチェルターテ Messe concertate à 3 voci》、フ
ィリドール Anne Danican Philidorのパストラル《愛の勝利者 L’amour vainquer》、ヴィルデレ
Johann Hugo von Wildererのモテット《神聖な調べModulationes sacrae》、ケリーチ Sebastiano 









                                                 














XI 1700D］では非常に小さな文字でタイトルが敷き詰められている。翌年には 1 ページに
収まりきらなくなり、1701年の最初のカタログ［Fiocco 1701A］はフォリオの両面を用いた
2ページ構成になる。しかし、その後 2段組み、複数ページによるカタログが作られること













                                                 
10 当時のオランダでは他の地域に比べ、上質の紙が比較的安く手に入ったとは言え、紙はまだまだ貴重品
だった。特にフォリオ判の書物や楽譜は高級品だった。 
11 この時期のカタログに見られる出版譜の総数は次のとおり。Recueil III 1696A : 10, Konink 1697B : 24, 
Bassani VIII 1698A : 57, Konink 1699A : 80, Bassani XI 1700D : 116, Fiocco 1701A : 138. 
12 ページ数の増加とともに楽譜に掲載されたカタログが見られなくなったのは、フォリオ判の紙が高価で
あるという経済的事情からだったことも考えられる。 
13  « Catalogue des Livres de Musique Nouvellement imprimez à Amsterdam chez Estienne Roger Marchand 
Libraire, ou dont il a nombre avec les prix » ここでは « Livres de Musique » を「楽譜」と訳した。以下同
様。 « Marchand Libraire » という語を除く以外、同じ文言による見出しは、Recueil V 1697にてすでに用い
られている。 







楽譜に添付されたカタログでは Recueil V 1697Eが最も早い15。価格の単位はオランダ通貨






















                                                 
15 書籍に掲載されたものでは Loulié 1697Dが最も早い。 
16 1700年頃の交換レートでは、1フロリンは約 1.5リーヴルだった。ロジェの価格設定は軒並みバラール
のものと同じか少し高い傾向にある。例えばバラールは 1704年のカタログで、ド・ラ・バール Michel De La 
Barreのトリオ集第 1巻、第 2巻をあわせて 7リーヴル 4ソルで販売しているのに対し、ロジェは各巻を 3
フロリン 10スタウフェル（＝3.5フロリン）で販売した。この場合、2巻の合計は 7フロリン（≒10.5 リ
ーヴル）となり、バラール版よりも高い価格だったと考えられる。 
17 « On avertit le Public & particulièrement les Libraires & les Maîtres de Musique des pays étrangers que s’ils 
souhaitent de ces livres de Musique à chanter ou d’autre Musique pour les Instruments comme aussi toutes sortes de 
livres François ils n’ont qu’à escrire à Estienne Roger Marchand Libraire à Amsterdam qui leur en fera bonne 
Composition & si se[sic] sont des particuliers on leur fait la mesme offre pourveu qu’ils affranchissent leurs lettres & 
ceux qui souhaiteront quelque Musique que ce soit imprimée en France ou en Italie ou Copiée à la Mains ils n’ont 














楽譜に付属する最後のカタログである Fiocco 1701A と、同年に発行されたラグネ François 









 書籍に付属するカタログは、ロジェが活動を開始した 1696年から作られており、現在 28
種類が確認されている。前項で見たように、活動の初期においては楽譜にカタログが掲載






Danetの『古代ローマ語・ギリシャ語辞典 Dictionarium antiquitatum Romanarum et Graecarum』
（1701年）のようにラテン語のものもある。また、1701年に出版されたイブン＝トプハイ
ル Abu Jaaphar Ebn Tophailの『生来の哲学者 De natuurlyke wysgeer』、ホーフストラーテン Jan 
van Hoogstratenの『愛の歌と乾杯の歌Minnezangen en drinkliederen』19は、ロッテルダムの出
                                                 
18 « On trouve outre ces sortes chez Estienne Roger tous les livres de Musique qui s’impriment en Italie, en France, 
en Allemagne & en Angleterre : les libraires, les Maistres de Musique & les particuliers qui souhaittent lier 









の物語 Histoire de Margueritte de Valois, Reine de Navarre』（ド・ラ・フォルス Charlotte-Rose 
Caumont De La Force 著、1696年）や『戦争中に海で起こった甚大なる出来事の記録 Mémoire 
de tout ce qui s'est passé de plus considérable sur mer durant la guerre』（ビュルシェ Josiah 
Burchet著、1704年）などは、ユグノーの受難を思わせるような題名の書物である。ロジェ
は音楽理論書も少なからず出版したが、それらの中でカタログが挿入されているのはルリ














る。例えば、1698年出版の『新・北方の旅 Nouveau voyage du Nord』（ラ・マルティニエー
ル Pierre-Martin De La Martinière著）に挿入されたカタログ［La Martinière 1698F］は全 14







                                                 
20 « Catalogue des Livres de Musique dont Estienne Roger a nombre mais qui ne sont point de son impression. » 
21 « Catalogue des Livres imprimez à Amsterdam chez Estienne Roger ou dont il a nombre. » 
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 このような、出版譜、販売譜、書籍による 3部構成は、Della Faille 1699Fでも繰り返され
た後、1702年の『セヴァランブ物語 Histoire des Sévarambes』（ヴェラス Denis Vairasse著）
に添えられたカタログ［Vairasse 1702A］で確立され、1708年まで継続して見られるように
なった（図版 3）。3部構成の各部分のバランスに注目すると、La Martinière 1698Fと Della 
Faille 1699Fでは出版譜のリストは 7あるいは 8ページ、販売譜が 3ページ、書籍が 3また






部構成が初めて取られる La Martinière 1698Fでまとまって掲載されるが、それ以降目立った
増加を見せず、次に品ぞろえが大きく変化するのは Vairasse 1702Aである23。ただしここで
は、販売譜から値段の表記が省略されることで、スペースの縮小が図られたため、分量と














の文言は、おそらくスペースの都合上、Vairasse 1702Aと Arnauld 1703Aにしか書かれてい




点に関しては Rasch 1998を参照。 
24 Della Faille 1699Fに見られる書籍点数は 199点と、ロジェの全カタログを通じて抜きんでて多い。その
理由は定かでないが、当時は貴族や愛書家が亡くなると、その蔵書が競売にかけられ、大量の書物が売ら
れることがたびたびあった。ロジェもそのような手段で書籍を手に入れたのかもしれない。 



















 1708年のカタログ［Roger 1708］は 24ページからなり、全体の構成は出版譜が 18ページ











 1712年のカタログ［Roger 1712］も個別の出版物として 6ソルで販売された。このカタロ
グはそれまでのものとはあらゆる点において異なっている。まず、分量が飛躍的に増加し

































1716 年のカタログはヴェラスの『新版・セヴァランブ物語第 2 巻 Histoire des 





                                                 
26 « Catalogue d’un Asortiment[sic] general de toute sorte de Musique, qui se vend à Amsterdam par Estienne Roger, 
Marchand Libraire, chez qui l’on trouve aussi toutes sortes de livres, & particulièrement en François & en Latin. Les 
Particuliers, & sur tout[sic] les Libraires qui voudront entretenir quelque Correspondance avec lui, en livre ou en 
Musique, n’ont qu’à lui écrire. » 


































29 « Estienne Roger, a aussi placé dans ce Catalogue des Chiffres au devant[sic] de chaque ouvrages, afin que les 
Amateurs puissent connoître quand ils voyent un livre parmi les Piéces pour le Hautbois & parmi celles pour les 
Violons ou les Flûtes &c. Si c’est un même ouvrage, car si on trouve le même nombre devant l’ouvrage c’est un 
même livre. Il l’a fait aussi afin que l’on puisse demander ce que l’on desire par ces nombres, en marquant ces 
nombres dans les lettres par lequelles on en donne la Commission, & afin que ses ouvriers ne puissent jamais se 
tromper à fournir ce qu’on leur demande. » 
30 « vient d’achever une nouvelle édition de tous les ouvrages de Feu Mr. Arcangelo Corelli » 


















































































である。このカタログでは 138 点の出版譜が 10 種類のグループに分類された（表 6）。
それは大まかに声楽曲と音楽理論書（①～③）、旋律楽器のための曲（④～⑤）、ヴァイ
オリンのための曲（⑥～⑧）、通奏低音楽器のための曲（⑨）、未出版譜（⑩）で構成さ
れる。声楽曲は「エール air」と呼ばれる世俗歌曲と「ミサ曲とモテットmesses & motets」、
すなわち宗教歌曲からなり、世俗歌曲は歌詞の言語によって「フランス語 François」の
ものと「イタリア語とフラマン語 Italiens & Flamands」の二つに分けられる。音楽理論
書は後者のグループに入れられている。 
一方、器楽曲は使用される楽器に応じて細かく分けられる。まず、フルート1、オー
ボエ、ヴァイオリンといった旋律を担当する楽器を用いる作品は，「フランス風 à la 








その他の卓越した名手の方々Mrs. du Fau, l’Enclos, Pinel, Lully, Bruyninghs, le Fevre & 
autre habiles maîtres」による曲集も見られる。一方で、「イギリス風およびイタリア風」






                                                 
1 18 世紀初頭はリコーダーからフラウト・トラヴェルソ（flûte traversière横笛のフルート）への移行期であ
り、「フルート」という語はフランスではトラヴェルソを指す一方で、イタリア、オランダ、イギリスでは
リコーダーを意味していた（Bowers 1978, 91-92）。ロジェは 1716年に初めてフラウト・トラヴェルソを指
定しているため、それ以前に「フルート」と書かれた場合はリコーダーあるいは両方の楽器を意味してい
ると考えられる。 







11点3、エール 5点4、スイート（組曲）1点、序曲 1点、標題が付けられた曲 1点、「イ
ギリス風およびイタリア風」の曲はソナタ 14 点、コントルダンス 6 点、そしてデュオ
（二重奏）1点で構成される。このようなジャンルの傾向はその後も変わらず、Vairasse 
















violons à fortes parties」と呼ばれる 4～6パート編成、独奏ヴァイオリンと通奏低音の三
つのグループが存在する。また、ヴィオラ・ダ・ガンバ、クラヴサン、ギター、リュー
トのための曲がひとまとめとなり、ここでは作曲家の出身・活動の地域も曲の種類もさ
まざまである。さらに、「まもなく出版される楽譜 Livres de Musique qui paroîtront dans 
peu」には、コレッリの作品 5、リュリの《イジス》の器楽用エール、マレのヴィオー
                                                 
3 《トリオの曲 Pièces en trio》を含む。 
4 《エール集 Recueil d’airs》を含む。 










ル曲集、ル・ベーグのクラヴサン曲集第 2巻など 6点の楽譜が予告されている。 



















































































































                                                 















































































された 2本のフラウト・トラヴェルソのための曲集第 1集～第 5集である。ロジェはこ
れらの曲集に含まれる七つの組曲を一冊にまとめ、《第 5 集》につづく「6 番目の曲集
                                                 































                                                 






























                                                 
18 Klenz 1962, 115 


























                                                                                                                                               
cento all’unisuono」と述べている。また、後者の作品 9はボローニャの出版者ボルトリによって販売される
際、カタログ上で「50のメヌエット，作品 9 Cinquanta minuetti Op. IX」と記された（Mischiati 1984, 343）。
そして、ロジェが出版した《大同盟の勝利》は、カタログ上で「100のメヌエットで構成される consistant en 






譜例 2. ボンポルティ《バレット集》より第 16曲〈バレット〉、ロジェ、第 1－5 小節。 
 
 




譜例 4. ボンポルティ《バレット集》より第 4曲〈ガヴォッタ〉、ロジェ、第 1 – 7小節。 
 
 

















































わずかに存在する。1697 年のカタログ［Loulié 1697D］には、《エール集 Recueil d’airs》
の第 1集から第 4集までが掲載されているが、それに対しロジェは「3か月ごとに同様
の曲集を提供します on donne un pareil recüeil[sic] tous les 3 mois」と書き、続刊の予告を









伝文は分類開始後の 1702 年に再開する。 





一足早く Degli Antonii 1698B に掲載された《新イギリスのコントルダンス集、英語とフ
ランス語による踊り方の説明つき》のことである。Konink 1699B で上記の宣伝文が現
                                                 
21 « on grave tous les Airs a jouer des opera de Lully a 4 p. & se donneront dans peu » 同年の La Martinière 1698F
では、「それぞれ 1フロリン 13ソルの値段である chacun vaudra f. 1. 13.」とも書かれている。 
22 « Ces livres joints au Récueil[sic] des nouvelles contredances Angloises contiennent toutes les contredances 

















では Vairasse 1716 まで最新のものが掲載され続け、パリで出版されたばかりの楽譜を、
ロジェが逐一再版していたことが分かる。 
 また、Vairasse 1702A以降のカタログではリュリのオペラの組曲版に対する新たな宣
伝文が付けられた（図版 6）。このカタログでは 8 点の楽譜が、すべて「オペラ○○の演
奏用エール集 Les airs à jouer de l’opera」という共通の名称で並べられていた。ロジェは
その直後に大きな文字で「私たちはリュリ氏のすべてのオペラのエールを同じ方法で彫






                                                 
23 分類開始以前のカタログでは、新しい出版譜はカタログの最後に掲載されていたため、《第 1集》と《第
2 集》は前年に出版された《新コントルダンス集》とは別の箇所に書き込まれた。 
24 ラッシュはこのカタログを Cherici 1699Dとしているが、楽譜の品ぞろえからこの年の 3番目のカタログ
（1699C）の間違いだと思われる。 
25 この宣伝文句は、1700年に《第 4集》が出版された後も変わらず、1708年まで使われ続けた。 
26 前項で扱った《エール集》とは別のシリーズである。こちらのエール集はバラールの人気シリーズの一
つで、少なくとも 1725年まで刊行が続いた。ロジェはこれを再版する際、月ごとに分けて印刷し、単独な
らば 1フルデン、セットで買うならばひと月あたり 0 : 15フルデンの価格で販売した。バラール版同様、
ロジェ版もシリーズ化され、ル・セーヌによる 1723年の巻まで続刊した。Rasch Internet, Part 4 Catalogue 
(Raguenet – Ruggieri), 14-31 ; Guillo 2010, 82-83. 





































                                                 
28 « Ceux qui souhaitteront plus de Messe ou de Motets en trouveront un grand asortiment chez Estienne Roger, tant 
de Maître Italiens que de François, comme de Lully, de Dumont, de Robert, de Valette, de Brossart[sic], de Campra, 



































を織り込んだエール集 Livre d’Airs, mêlé d’excellentes Cantates Françoises qui n’ont jamais été imprimées」を印
刷したと述べ、カンタータの未出版譜を手に入れたことをほのめかしている。『ガゼット・ダムステルダム』
第 96号（1712年 11月 20日） 
31 « Ceux qui souhaitteront d’avantage de Pieces pour le Hautbois peuvent se servir de toutes les pieces 
instrumentales à la Françoise, marquez ci-devant & ils trouveront parmi les Sonates tant à Violon seul qu’à diverses 
parties, qui suivent plusieurs Sonates qui sont trez propres à être jouées sur le Hautbois. » 
















































































































                                                 
2 リュリのオペラの楽譜出版事情に関しては、第 6章「組曲版を取り巻く状況」で扱う。 
3 《カドミュスとエルミオーヌ》のスコアは 1719年、《アルセスト》は 1708年に出版された。《イジス》
はパート譜のみが出版された。 
4 ラッシュはその理由を、12フロリンという値段設定が高すぎたために需要を見込めなかったからだと推





 そのことを示すのが、販売譜のリストにおける《アシルとポリクセーヌ》の 4 つ折り判





























                                                 












年に《プロセルピーヌ》、1712年に《アマディス》が加わり、「オペラの声楽用エール Les airs 






















                                                 
7 « airs à chanter » の日本語訳について、「声楽用エール」のほかに「歌唱用エール」と訳すこともできるが、
本論文では「声楽用エール」で統一する。このような曲集は、1712年以降のカタログでは「オペラの最も



















たものである。第 1 巻が 80 ページ、第 2 巻が 100 ページを超す規模の大きな曲集で、第 1
巻には献辞、ル・シュヴァリエの楽譜出版に対するオランダ当局からの允許、充実した「読
者への言葉 Avis au lecteur」が添えられた14。ラッシュによれば、ロジェはこの曲集を入手し
た後、バラール版だという偽物の表紙を付けて出版したという15。 








ア 4点、声楽用エール集 7点（うち 5点は販売のみ）、トリオ集 1点、抜粋 1点確認される。
                                                 
10 « Les Trios des operas de Lully pour les voix & les instruments »  
11 « 1 Basse chantante & 2 violon & 2 Dessus de voix & 1 Basse » 中央の « & » は前半と後半の編成を並立す
る意味だと考えられる。よって「かつ」と訳した。Fiocco 1701Aより引用。 
12 Loulié 1697Dでは 9フロリン、それ以降は 6フロリンで販売された。 
13 ピーターPieter Blaeu（1637 – 1706）とヨアン Joan Blaeu（1650 – 1712）のブラウ兄弟はアムステルダム
の有名な書籍出版者の家系に生まれ、ピーターはヴェネツィアの宮廷と強固なつながりをもつ書籍商、ヨ
アンは遅くとも 1677年にはアムステルダムで書籍商として活動していた。ブラウ兄弟については、ヴァ
ン・エーヘン、シュミットを参照。Van Eeghen 1965, Vol. 3, 22-27; Schmidt 2000, 114-115. 
14 この曲集の構成、「読者への言葉」の内容は第 6章「組曲版を取り巻く状況」で詳しく扱う。 
15 Rasch Internet, Vol. 4, Pt. 4, The Catalogue : Labarre – Lully, 98-99. 
16 « Recueil des plus beaux endroits à chanter à une, deux & trois voix avec les accompagnements, Preludes & 
Ritournelles » Félibien 1706Eより引用。 
















これらのうち 30 点は、オペラから数十の楽曲を抜粋してまとめたもので構成され、4 パー
トのアンサンブル用の楽譜 15点と、独奏ヴァイオリン用の楽譜 15点に分けられる18。 
アンサンブル用の楽譜はシュナイダーのリュリ作品目録（Schneider 1981）によって、「組
曲版 Suitendruck」と名付けられた。これらはカタログ上で「オペラの演奏用エール Les airs à 































《平和の神殿》のみが Della Faille 1699Fを最後に販売譜のリストから消える。しかしロジ
ェの出版譜の品揃えを見ると、1703 年のカタログで《平和の神殿》の組曲版が 4 パート用















年の時点で 25巻まで刊行され、第 1巻に「すべての演奏用エールを含む inhoudende alle de 
Speel-Arien」と書かれていることから、独奏楽器のためのエール集であると推測できる。リ
ュリ作品は 25巻のうち第 8巻～第 22巻までの 15巻を占めており、その内容は 4パート用

































                                                 
22 他にはカンプラ、デトゥッシュ、シュトゥック、ベルタンの劇音楽の演奏用エールが含まれる。 
23 « Man kan ook mede bekomen voor 10 stuyvers, de Basse von yder Musyk Schouw-Toneel. »  
24 « Ceux qui souhaitteront plus de pieces à la Françoise à un dessus & Basse n'ont qu'à demander le premier dessus 
& la Basse de tous les airs à jouer des opera, tant de Mr. Lully que des Autheurs nouveaux, comme aussi le premier 
dessus & la Basse de tous les Trios. » Roger 1712 , 15. 
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2版」を「最新版 dernière édition」とした。また、この時にはモルティエによる作品 1～4の
版も手に入れており、それを「モルティエによる印刷の同じ楽譜 Le même livre impression de 
                                                 
25 « Ces sonates sont gravez tout d’un format & trez curieusement, chaque Sonate sur une Planche. Les Basses du 
Violoncello qu’on a gravées differentes de la Basse Continue aussi bien des balets que des Sonates, sont aussi 
chiffrées afin de les pouvoir joüer sur le Luth sur l’Archiluth ou sur le Theorbe. Ces ouvrages sont corrigez sans y 
avoir laissé aucune faute & sont imprimez sur de trez beau papier. Ils ne se vendent point separement & Valent f. 





くなく、正確でない un peu moins belle & correcte que la derniére」楽譜だった。 
作品 5 は独奏ヴァイオリンと通奏低音によるソナタで、初版はローマのサンタによって


















さわしい propre à relier avec ses autres ouvrages」、つまり既刊の作品とあわせて一冊の楽譜と
することを念頭に刷られた楽譜ということだ29。 
コレッリの作品 1～5 の出版は、1696 年～1701 年にかけて、ローマの初版譜の再版とし
てはじまった。その後、1706年には作品 1～4の「第 2版」、1710年以降は作品 5の装飾付
きの「新版」、さらに修正を加えた「最新版」やモルティエ版も出版された。このような度




いては、第 1部第 3章「楽譜出版」を参照。 
28 « Mr. Corelli veut qu’on les joue » カタログではこの後に、「コレッリ氏のオリジナルを、この件について
書かれた彼の手紙とともに興味深くご覧になりたい方は、それをエティエンヌ・ロジェのもとで見ること
ができます ceux qui seront curieux de voir l‘original de Mr. Corelli avec ses lettres écrittes à ce sujet, les peuvent 
voir chez Estienne Roger」と書かれ、ロジェがコレッリの自筆譜を手に入れていたことが示唆されている。
Roger 1712, 27. 
29 1716年のカタログで、ロジェはコレッリの全作品をパート別につなぎ合わせて曲集とすることを推奨し


























 ロジェはこの他に、作品番号なしの曲集を 7 点出版した。コレッリ作品単独で構成され
るものでは、2本または 1本のフルートと通奏低音による《12のソナタ 第 1集・第 2集》、
2本のヴァイオリンと通奏低音による《トリオ・ソナタ 遺作》が挙げられる。前者は第 1





                                                 
30 « fera imprimer en due forme, à ses propres fraix et dépens, aussitost qu’il sera possible, et en delivrera audit Sieur 
Schelkens 300 exemplaire complets et bien conditionnées, » Amsterdam, Gemeentarchief, Notarieel Archief, no. 
5923. Rasch 1996a, 115. 
31 « suivant les manuscrits dudit Sieur Corelli, » Rasch 1996a, 116. 
32 Rasch Internet, Vol. 4, Pt. 4, The Catalogue: Caix-Croft, 76-77. 
33 Rasch Internet, Vol. 4, Pt. 4, The Catalogue: Caix-Croft, 70 ; Marx 1980, 219-220. 
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曲集は 10 のソナタからなり、コレッリと作者不詳の作品を含む34。1716 年のカタログ
では、恐らくこの曲集をヴァイオリン・パートと通奏低音パート別々にした楽譜が販売
された。また、Wilderer 1699B に掲載される《2本のフルートのための 8のソナタ》は、



























れを演奏するように comme il les joue」という文言や、新聞広告における「ローマのオリジ
ナルとあらゆる点で美しく」といった宣伝文句に表れている。つまり、作曲家の意図する
                                                 
34 Rasch Internet, Vol. 4, Pt. 4, The Catalogue: Saint Helene-Swaen, 72-72; Marx 1980: 251-252. 
35 « Six Sonata’s ... Composed by Mr. Rogers » Rasch Internet, Vol. 4, Pt. 4, The Catalogue: Saint Helene-Swaen, 
70-71; Smith 1948, 7. 

























































































































































この部分は、アムステルダムの組曲版に関する全 9 ページの中でわずか 1 段落を占めるの
みで、ロジェの独自性は「その（フースの）組曲の構成原理を（他の組曲にも）取り入れ
た」3とするにとどまった。一方 Schneider 1989 では、ロジェ版、フース版、ポアンテル版
における管楽器の指示、拍子記号の違いが指摘されている。しかし楽曲分析はすべてロジ
ェ版とバラール版の比較により、アムステルダム版相互の違いには触れていない。また、




                                                 
2 « standardized to the universal four-part style, » Schneider 1989, 129. 


































                                                 































                                                 
6 Schmidt 2000, 104. 
118 
 










パリの楽譜出版は、16 世紀中ごろから 18 世紀初頭までバラール一族の独占下にあった。
バラールによる出版は、1551年にアドリアン・ル・ロワ Adrian Le Roy（ca. 1520 – 1598）と
ロベール・バラール Robert Ballard（1520年代後半 – 1588）がル・ロワ・エ・バラール社を
創設したことに端を発する。二人は 16世紀フランスの大出版者ピエール・アテニャン Pierre 
Attaignant（1494頃 – 1551/52）の死後、1553年 2月 26日に「国王の楽譜印刷家 Imprimeur du 








 フランスにおけるオペラの楽譜出版は 17 世紀後半に始まった。フランスでは 1645 年に
初めてオペラが上演されるが8、本格的な創作・上演は 1669 年の「王の音楽アカデミー
Académie Royale de Musique」の創設以降である。1671年に上演されたロベール・カンベー






                                                 
7 バラール一族およびその出版体制については、Guillo2010, 関本 2006を参照した。 









に宮廷作曲家に任命されると、ダンサーであったルイ 14 世の寵愛を受け、翌年から 1671
年までに 26曲のバレエを作曲した。王が踊るのをやめ、宮廷音楽の中心がバレエからオペ

























                                                 
9 Guillo 2010, 87. 


































                                                                                                                                               
がなかったと言える。Devriès 1976, 5. 
12 1680年代から 1740年代にかけて、フランスの地方都市やハーグ、アムステルダム、ブリュッセル、ヴ
ォルフェンビュッテル、アンスバハ、ハンブルク、モデナ、ローマ、ロンドンなどでリュリのオペラの上
演が行われた Schmidt 1987. オランダの上演に関しては本章第 3節で扱う。 














18世紀初頭に彫版印刷による楽譜出版を担ったのは、フコーHenri Foucault（生年不詳 – 
1720頃）とリブ Pierre Ribou（生没年不詳）の二人である17。フコーはもともと紙商人で、
サン＝トノレ通りに「レーグル・ドール Règle d’or」の名で店を構えた。楽譜出版に乗り出
したのは 1690 年頃だと言われる。フコーはボサン Henry de Baussen やルーセル Claude 










18。息子のピエールは 1694 年に劇作品の台本出版を開始し19、1704 年以降、劇に付属する
                                                 
14 « Sa majesté [...] a maintenu et gardé, maintient et garde l’art de la gravure en taille douce au burin et à l’eau forte 
et d’autres manières, telles qu’elles soient et ceux qui font profession d’icelui, tant régnicoles qu’étrangers, en la 
liberté qu’ils ont toujours eu de l’exercer dans le royaume, sans qu’ils y puissent être réduits en maitrise ni corps de 
métier, ni sujets à autres régles ni contrôles, sous quelques noms que ce soit, laissant les choses comme elles ont été 
jusques à présent dans cette profession. » Guillo 2010, 91. 
15 Devriès 1976, 6. 
16 Guillo 2010, 92. 
17 二人の経歴については関本 2006と Guillo 2010を参照した。 
18 Chartier & Martin (Eds.) 1984/1990, 332-333. 
19 この頃、Gazette d’Amsterdamにはリブの協力者ギラン Thomas Guillainによる広告が出され、ダンクール
による劇の新作台本が宣伝されている（1695 年 11月 10日、1696年 4月 5日）。ロジェもまた、ギランの







1705年にカンプラAndré Campraの《アルシーヌ》、1713年にサロモン Joseph-François Salomon


























きりしない場合が多いが、Qu. 34, 35, 41, 55のように、ヴェルサイユのコピスト、フィリド
ール André Danican Philidor（1652 – 1730）の署名と成立年が書かれているものも散見される




























いることがある。プラハの国立博物館に所蔵される Qu. 38 は、やはり「リュリ氏のサンフ
ォニー集」と書かれ、第 1ヴァイオリン、第 2ヴァイオリン、何らかのヴィオラ・パート、
通奏低音パートの 4パートで構成される26。同じくプラハに所蔵される A85は、二つのヴァ
                                                 
21 Schneider 1981, 8-9. 
22 Recueil de Trios de Mr. de Lully et de plusieurs autres Auteurs. Schneider 1982: 344. 
23 Symphonies des Opera et Ballets de M. de Lully. Schneider 1982: 341-342. 
24 « composition qui se font pour les instruments, & [...] qui sont libres, » Brossard 1703. また、ル・セール
Jean-Laurent Le Cerf de La Viévilleのように自然現象を表現するための曲を「サンフォニー」と見なす向きも
たり、リュリ自身は声楽曲の前奏を「サンフォニー」と名付けていた。Schneider 1982, 133. 
25 Anthony 1974/1997, 391. その他にも、ムレ Jean-Joseph Mouret の《サンフォニー組曲 Suites de simphonies》
ではトリオ編成のほかに、トランペット、二つのヴァイオリン、オーボエ、ファゴット、バス、シンバル
による組曲が含まれる。Anthony 1974/1997, 396. 
26 Symphonies des Opera et Ballets de M. de Lully. 中声部に関してシュナイダーは、「リュリの複数の中声部う
ち異例なものの一つ」とし、具体的な音部記号には触れていない。この楽譜はロプコヴィツ・コレクショ
ンをなすもので、リュリのオペラ 14作品だけでなく、初期のバレエやディヴェルティスマン、コラッスと




ランス国立図書館に所蔵されるQu. 53と54は、二つのヴァイオリン（dessus, second dessus）、

















占める。例えば Qu. 50はリュリのオペラ 14作品の抜粋を含み、346頁～368頁に《平和の










                                                 
27 ヴィオラ・パートはそれぞれソプラノ記号（第 1線上のハ音記号）とメゾ・ソプラノ記号（第 2線上の
ハ音記号）による。この楽譜はリュリのオペラ 15作品と初期のバレエ、コラッスとリュリの息子の作品を
含む。Schmidt 1987, 15-17. 
28 Qu. 53 はへ調、Qu. 54はト調で統一されており、リュリのさまざまなオペラから楽曲を抜粋した組曲を
形成する。Schneider 1982, 343. 











ェルサイユ市立図書館所蔵の Qu. 66が挙げられる。これはリュリの 16のオペラ、および初
期のバレエ、その他後続世代の作曲家の劇音楽から抜粋した 198 の楽曲を含む手稿譜であ



























年にフルーリーAugustin Fleuryとマルティネッリ Charles Martinelliにオペラ上演の許可が下
りた。ストライカーは外交官だった父とともにイタリアで育った経歴を持ち、アムステル




 リュリのオペラの本格的な上演は 1687 年に始まる。それに先立って 1686 年には、アム
ステルダムの劇場でオランダ語による《ロラン》の上演が行われた。これはストライカー
一座によるものではなく、リンゲルバッハ David Lingelbach とコーネルディング J. 
Koenerding によって組織された一座による上演で、オランダ人劇作家のアーレント Thomas 
Arends がキノーの台本を翻訳して行われた。ただし、ラッシュによればオペラとしてでは
なく音楽付きの劇としての上演で、たった 3回で終了してしまった32。 





ル・シュヴァリエ Victor-Amadée Le Chevalier（c. 1650 – 1720）率いる、フランスやワロン地
方の歌手たちだった34。サヴォワ生まれの音楽家で、1680年代にアムステルダムに到着した
と言われる。 
                                                 
30 « monter un spectacle français, » Fransen 1925, 166. 
31 Rasch 2010, 105. 
32 Rasch 106-108. 
33 Schmidt 1987, 200-201. 
34 Rasch 2010, 105. 
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 18 世紀になると、リュリのオペラ上演の舞台はハーグに移った。ハーグ市長は 1702 年、































                                                 
35 Schmidt 1987, 201-202. 
36 Rasch 2010, 106. 




ヴィタリの 12 のトリオ・ソナタを、いずれも 1684 年に出版した38。従来の伝記研究では、





（dessus, haute-contre, taille, basse）の 4部編成からなり、ヴァイオリンは第 2線上のト音記






















横長の 4 つ折り判のスコアで、《ロラン》に含まれる 15 の声楽曲を原作の順序通りに抜粋
                                                 
38 Schmidt 2000, 108. 
39 広告では、フースのもとで「彫版で印刷されたガブリエリのイタリアのバレエと、2台のチェンバロを
手に入れることができる met Kopere Platen gedrukt de Italiaanse Baletten van Gabrieli, als mede 2 Clavecimbels 
te koop」と書かれている。『アムステルダムゼ・クラント』第 123号（1692 年 10月 11日） 















《アシルとポリクセーヌ》のスコアは、活版印刷による 4 つ折り判で出版され、1687 年
のバラール版の再版である可能性が高い。ポアンテルはこのスコアにおいて、作曲家によ

















                                                 
41 Schmidt 2000, 133. 
42 « donner occasion aux Curieux de se satisfaire à peu de frais » 
43 « une sorte de Musique convenable à (son) projet ». C’est-à-dire « des Nottes dont l’œil soit un peu plus gros » 
「音符」とはすなわち、活版印刷で使用する型のことである。 
44 « dont l’usage sera fort considérable, dit-il, qu’on verra d’un coup d’œil tous les Airs à chanter & à jouer & on 



























                                                 
45 Recueil de tous les plus beaux airs de l’opera de Roland. Propre pour toutes sortes de voix, et d’instruments. 楽譜
はフランス国立図書館所蔵だが、現時点で未参照であるため、シュミットによる書誌情報を参考にした。




らゆる文字の指示が書いてあります Avec une manière toute particuliere, que le Sr. Derosier, à Inventé pour 
accompagner parfaitement avec la Guitarre [...] avec une bref Instruction, qui se void dans le huitiesme Feüillet, ou 
l’on poura voir toutes les significations des Lettres Capitalles, pour la Guittarre」と述べている。Schmidt 2000, 142. 
47 ただし、《カドミュス》のエール集は所在のみ分かっているが、実際の楽譜はいまだ見つかっていない。 
48 Les airs de la Grotte de Versailles, et de la Mascarade. フランス国立図書館所蔵の楽譜を参照。個々の楽曲の
判別にはシュミットを参考にした。Schmidt 2000, 138. 
49 1685年のカタログで 4点、1689年のカタログで新たに 3点掲載される。 
50 《アルミード》の組曲版はドロジエの編曲により、シュティヒターが印刷したものである。この楽譜の
成立過程に関しては、第 7章を参照。 






















した。また、リュリ以外ではロジエ Charles Rosierのトリオ、シェンク Johann Schenckの《調
和の庭 Il giardino armonico》などを出版し、これらはのちにロジェによって販売、または再
版された。 
 シュヴァリエとブラウ兄弟によるリュリの出版譜の中でも、二つのトリオ集53が質・量と




が収められている。この巻の冒頭にはボルドーの男爵ド・ラ・トゥール Philibert de La Tour
への献辞、「読者への言葉 Avis au lecteur」、ル・シュヴァリエに対するオランダ当局からの
出版允許、曲集に含まれるエールが並べられた「エール表 Table des airs」が置かれているが
（図版 10）、特に「読者への言葉」に当時のリュリ受容の状況や演奏習慣を思わせる事柄が
含まれている。ここでシュヴァリエは、リュリの作品への熱意が作曲家の死後高まってい
                                                 
52 « om de liefhebbers in de loffelijke kunst van de musyck te onderwijsen, » Van Eeghen 1965, Vol. 3, 202. 
53 Les trio des opera de Monsieur de Lully, mis en ordre pour les concerts. Propres à chanter, & à joüer sur la Flute, 
































                                                 
54 « que l’embaras de les faire venir des pays esloignés est trop grand, où[sic] que peu de gens veulent faire une 
depence aussy considerable que celle de tant de Volumes, » Lully=LeChevalier 1690, 7. 
55 « J’ay commencé par toutes les pieces qui sont à trois parties, comme d’une Basse qui chante avec deux 
instruments, avec tous les Recits qui les precedent: de trois voix; où[sic] de deux voix & une Basse: ce sont les pieces 
les plus recherchées, & les moins dificiles[sic] à excuter[sic]. J’ay transposé les clefs de la haute contre, de la Taille, 
& du Bas desus[sic], en une seule clef qui est la plus cognue[sic] dans ces pays pour ceux qui apprennent à joüer de la 
Flute ou du Violon. [...] J’ay pris soing[sic] de mettre tous les tons de suite afin d’eviter l’interruption qui se fait pour 
entrer d’un ton à un autre, & qui trouble ordinairement les concerts. La Table que j’ay faite est suivant l’ordre que les 
Opera ont esté representés avec le renvoy à la page où sont les airs, & pour plus grande facilité, ils finissent à chaque 
page, sans estre obligé de tourner la feuille en chantant, ou en joüant, ... » Lully=LeChevalier 1690, 7. 「バ・ドシュ




























のための器楽用エール集、すなわち組曲版を 50 近く出版した（表 15）。これらの楽譜は劇
作品の初演と同年か一年以内に出版され、大半はドルリー・レーン Drury Lane 地区かリン











の形をとる。例えば、第 5 巻（1703 年）に含まれる《タンブリッジの暮らし、あるいはケ
ントの農民と呼ばれる喜劇のバレット氏の音楽》57は、ジョン・バレット John Barrett（c. 1674 
– c. 1735）の音楽とトーマス・ベイカーThomas Bakerのテクストによる喜劇に基づく組曲で
ある。原作は 1703年 1月にドルリー・レーンで初演され、編曲楽譜はその年のうちにウォ
ルシュによって出版された58。曲はニ長調で統一され、イタリア風の序曲で始まり、アルマ
                                                 
56 Smith 1948, xxxi, Ill. 9. 
57 Mr. Barretts Musick in the Comedy call’d Tunbridg walks or the Yeoman of Kent. Smith 1948, 35. 























                                                 
59 一つ目の〈ラウンド・O〉はジグ風、二つ目はガヴォット風の舞曲である。 
60 NotAmos Performing Editionにより公開された楽譜を参照した。マク・グラタンはこの組曲の序曲におけ
るトランペット声部の存在、および〈トランペット・エール〉の書法に注目している。 


















































カタログが示しているように、ロジェは 1697 年～1712 年までに 15 点の組曲版を出版し










                                                 
1 組曲版はヴァイオリン、フルート、オーボエなど楽器を指定するものではないので、このようなパート
名が付けられたと思われる。本論文では便宜上呼称を弦楽器に統一し、dessus を第 1ヴァイオリン、second 







による横長の 4つ折り判で出版された。個々のパート譜は 6ページから 12ページの規模で、
4パートの合計で 40ページ前後の曲集を構成する。 
また、組曲版の価格は一貫して 1フロリン 13ソルに設定された。これはそのまま 1.65フ
ロリンに置き換えられ、フランスの通貨ではおよそ 2.5リーヴルに相当する。このような価
格は他の出版譜と比べても手ごろな値段と考えられる。例えばロジェの出版物の中では、
合計 100 ページからなるコレッリのトリオ・ソナタ作品 1 は 4 フロリンで、68 ページのス
















版が「序曲とすべてのヴァイオリンのエール Ouverture avec tous les airs de violon」と名付け
れていることと通ずるだろう。一方、ポアンテルによる組曲版には「すべてのヴァイオリ
ンのエール Tous les airs de violon」や「4パート用のサンフォニー、エールとトリオとともに
Simphonies à 4 avec les airs et triots[sic]」というタイトルが付けられているが、ロジェはこれ
らの方式を取り入れなかったことが分かる。 
                                                 
2 これらはモルティエとの競争や再版によって価格を下げ、1712年のカタログではそれぞれ 1.5フロリン
と 4.5フロリンに値下げしている。 
3 OUVERTURE / Avec tous les Airs a jouer de / l’Opera de / Phaeton / par / MR. BAPTISTE LULY / Conseiller 
Secretaire et Sur Intendant de la Musique / DU ROY. / ［線］ / a Amsterdam chez / Estienne Roger Marchant / 














の 4 パートで構成され、音部記号はそれぞれ第 2 線上のト音記号、第 1 線上のハ音記号、
第 2 線上のハ音記号、第 4 線上のへ音記号である。一方ロジェ版は、二つのヴァイオリン
（dessusと second dessus）、ヴィオラ（taille）、バス（basse）で構成され、音部記号はヴァイ
オリン・パートが第 2 線上のト音記号、ヴィオラ・パートが第 2 線上のハ音記号、バスが




















                                                 
5 シュナイダーが指摘するように、このような二つの上声部をともなう 4部編成はイタリア風のものであ
る。Schneider 1989, 117-118. 
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されたアンダース Hendrik Anders（1657 – 1714）のトリオ7にも見られ、ロジェの初期出版譜
特有のものである。 
構造に目を転じてみると、ロジェ版の《ファエトン》は序曲付き組曲の形をとり、72 曲
からなる原曲のオペラから 29曲を抜粋したものである（表 16）。ただし第 23、24曲は単一





                                                 
6 1683年に 1月 6日に初演された後、アムステルダムでは同年にフースが、1700年頃までにポアンテルが、
1697年頃にロジェが、それぞれ 4パート用の組曲版を出版した。その他に、1706年頃にロジェによる抜粋
楽譜、1711年に「第 3版」と呼ばれる総合スコアがモルティエによって出版された。 
7 TRIOOS / ALLEMANDE, COURANTE, / SARABNDE, GIGUE. / Gecomponeerd door / H : ANDERS. / tot 










ては第 10 曲〈春 Le Printemps〉や第 13曲〈エジプト人のための小エール Petit air pour les 
Egyptiens〉のように、原曲の登場人物の役柄が適用されることもある8。一方で、声楽曲に
関連するものには「合唱」や「プレリュード」のような抽象的な名称が用いられることが
多いが、中には第 7曲〈オーボエのための Pour les hautbois〉のように、具体的な楽器の名
称を伴う場合もある。この曲は第 1 幕のプロテウスによるエール〈海岸を見ることのでき










される。《ペルセ》は 1682年 4月 18日に初演された後、同年にフースによって組曲版が出
版され9、それに基づくロジェ版が Vairasse 1702Aのカタログで掲載された10。組曲《ペルセ》





                                                 













かし一部には、第 2曲と第 6曲のように、フース版では〈ペルセのエール Air de Persée〉、〈ペ



















                                                 
11 フース版ではヴァイオリン、二つのヴィオラ、バスの四つのパート譜が現存し、ヴァイオリン、中声ヴ
ィオラ、バス（dessus, taille, basse）のパート譜は大英図書館[GB-Lbl, K.7.c.2.]、上声ヴィオラ・パート
（haute-contre）はロチェスター大学図書館[US-R, M1505. L956]に所蔵されている。 ただし、組曲の全 22


































曲はフース版では〈彫像 Les Statues〉と題されるが、ロジェ版では〈エール Air〉である。
この曲は〈彫像のエール Air des Statues〉（LWV49/34）に基づいており、フース版では登場
人物がそのまま題名になっていたが、ロジェ版では人物の名前が削除され、タイトルから
では曲の由来が分からないようになっている。同様のことが、第 5曲、第 13曲、第 15曲、
第 16曲、第 17曲の〈エール Air〉というタイトルからも言える。いずれも、フース版では
何らかの登場人物が記されていたが、ロジェ版では曲の種類を大まかに記しただけの抽象
的なタイトルとなった。同じく、パレスとメリッサ、パンによる声楽曲（LWV49/14）に由







                                                 
14 フースは 1682年に《ペルセ》と《カドミュスとエルミオーヌ》の組曲版を出版したが、前者では一貫し










著に見えてくる。ロジェ版の組曲は原曲の 68 曲から 26 曲を抜き出し、調性に従って並べ
替えたもので、その内訳は序曲、舞曲 4、器楽用エール 10、声楽曲 4、声楽曲の前奏 11と、
これまでの組曲に比べ、多くの前奏曲を含む（表 19a）。一方でポアンテル版の組曲は 22曲
からなり、ロジェ版と同様に調性にしたがって並べ替えられているが、その内訳は序曲、
舞曲 4、器楽用エール 7、声楽曲 3、声楽曲の前奏 7 と、ロジェ版に比べ声楽曲に関連する
楽曲が少ない（表 19b）。また、ポアンテル版では第 5幕のシャコンヌ（LWV63/67）が〈ア
マディスの大シャコンヌ〉と題され、大きな一枚の紙に印刷された状態で組曲の最後を飾
っているが（図版 13）、ロジェ版では中盤の 11 曲目に置かれている。このような配置は、




ヌ》の時と同様、フース版からの変更が認められる。第 4 曲と第 5 曲はいずれも声楽曲の
前奏部分に由来する（アルカラウスのエール〈運命の罠にあって Dans un piege fatal〉
LWV63/29、合唱による〈いいえ、いいえ、無敵であるには Non, non pour estre invincible〉
LWV63/34）。フースはこれらを〈アルカラウスのための Pour Arcalaus〉や〈ヴァイオリンの














                                                 



















るだろう Les Plaisirs nous preparent leurs Charmes〉は、原曲である民衆の合唱曲（LWV57/70）
の歌い出しをそのまま用いている。同じことが、第 17曲〈ガヴォット、私たちを打ちのめ
す不幸 Gavotte le Malheur qui nous acable[sic]〉と第 18曲〈ブレ、私たちの歓喜を見せよう
Bourée Montrons nostre alle gresse[sic]〉にも当てはまる。また器楽曲に対しては、《ファエト
ン》や《ペルセ》と同様、登場人物名を伴うことがあるが、《ベレロフォン》ではさらに、
初版には書かれていない人物名までもが使用された。第 3 曲〈アマゾネス Les Amazones〉
と第 19曲〈アマゾネスのエール Air des Amazones〉は第 1幕の二つのエール（LWV57/23、
57/24）に由来する。原曲では、このエールに先立って「アマゾネス」と「ソリメス」の掛
け合いによって歌われる合唱曲があるが、ロジェは恐らくそれを見て、後続するエールに
「アマゾネス」という名称を当てはめた。同様に、第 11曲〈魔法使いの第 2エール Second 























曲のみへ長調の〈フリアイの第 2エール Second air des furies〉が置かれている。これは第 4





















                                                 












るものに対する簡略化と、第 6、第 19曲〈フルートとヴァイオリンのためのエール Air pour 
les Flutes & Violons〉21のように、器楽曲に由来するものに対する具体化である。もう一方で、
第 13曲〈エール〉のように、声楽曲（この場合は第 4幕の合唱曲〈皆が微笑み、歌う地獄


















組曲である。また、この組曲は原作の 45 曲中 18 曲で構成されるが、その大半が舞曲であ
る（表 23）。声楽曲に基づくものは、アメリカ人の合唱〈この場所では皆が感じなければな
らない Dans ces lieux il faut que tout ressente〉（LWV69/40）に由来する第 17曲の〈エール Air〉
のみである。《平和の神殿》は、ジャンルとしてはバレエとはいえ、過半数の 25 曲は声楽
                                                 
20 この曲はソプラノ独唱と通奏低音の 2部編成によるエールで、組曲版でもヴァイオリンとバスのみによ
って演奏される。 
21 この曲は、バラール版では〈第 1エール〉（LWV58/44）と〈第 2エール〉（LWV58/47）と呼ばれる一連
の器楽曲で、ヴァイオリンによる全合奏とトリオ編成のオーボエが交互で演奏する。一方ロジェ版では、

















がなく安定している。第 11曲～13曲は〈アメリカの野蛮人のアントレ Entrée des Sauvages de 
l’Amérique〉（LWV69/37）、〈アメリカ人の第 2エール Second Air des Américains〉（LWV69/39）、





 La Barre 1704Bのカタログで登場する《アティス》23の組曲版は、原曲 89曲から 17曲を
抜粋したものと、《アルセスト》（LWV50）第 2 幕の行進曲（LWV50/43）の 18 曲で構成さ
れる（表 24）。《アティス》の組曲に含まれるのは、《平和の神殿》と同様器楽曲に由来する
ものがほとんどで、声楽曲に由来するものは第 5 曲〈エール Air〉（合唱〈御前では皆がい
かに身をやつし打ち震えることか Que devant vous tous s’abaisse et tout tremble〉LWV53/48）
と、第 16曲〈ガヴォット Gavotte〉（合唱〈静まり返るのはあまりに残念だ Un grand calme est 
trop fascheux[sic]〉LWV53/80）の 2曲のみである。組曲の最後にはト短調の〈アティスの眠




 タイトル付けに注目すると、〈エール〉と名付けられた曲が 18 曲中 10 曲とかなり多く、
《プロセルピーヌ》と同様の手法が取られていることが分かる。これの曲は本来、何らか
                                                 

















 ロジェによる組曲版は 19 曲で構成されるが、それらのうち声楽曲に由来するものは第 4
曲〈私たちを脅かすのは愛である C’est l’Amour qui nous menace〉（妖精による同名のエール、
LWV65/13）のみ、声楽曲の前奏に基づくのは第 7曲〈リトルネッロ〉（LWV65/26）と第 13
























ばしば見られる。それは第 4曲〈狂乱女Les Femmes Echevelées〉、第 5曲〈鍛冶屋Les Forgerons〉、
第 7曲〈悪霊 Les Demons〉、第 9曲〈曲馬師 Les Voltigeurs〉などだが、中でも第 5曲は初版











































































ドロジエのトリオは、原作の《アルミード》全 69 曲のうち 30 曲を含み、それぞれの由来
は器楽曲 17、声楽曲 4、声楽曲の前奏 9である24。曲の順序は調性を基準に自由に入れ替え
られている。これはフース版や他のロジェ版でも行われていることだが、ドロジエはさら
に、もともと連続していた曲をひっくり返す傾向にあった。例えば、プロローグに含まれ
る二つの舞曲（LWV71/12、71/13）は、ドロジエ版では第 3 曲と第 2 曲に配置されている。
他にも、第 1幕のエールとロンド（LWV71/24、71/26）は、組曲では第 7曲と第 6曲となり、
第 2幕の連続する二つのエール（LWV71/38、39）は第 29曲と第 22曲に置かれた。最後の






















































































































































第 1節 編曲の原則 
 















曲は 3 部分で構成され、堂々とした 2 拍子の部分で幕を開け、それに 3 拍子の第 1 フーガ
が続く。このフーガの主題はヴァイオリンによってもたらされ、三つのヴィオラとバスに
よってそれぞれ繰り返される。主題は上行する 4 分音符で構成されるが、下声ヴィオラは








 それでは、ロジェはオペラを 4 部編成にする際、どのような編曲を行っただろうか。通
常は 5 部編成から下声ヴィオラが削除されるが、序曲のようにフーガ的な楽曲では下声ヴ
ィオラの欠落が著しい音楽的な変化を生み出すことになる。そこでロジェの組曲版では、



















譜例 7. 《プロセルピーヌ》より序曲（LWV58/1）、バラール、第 34 – 39小節。 
 
 














































ロジェの組曲版は通奏低音なしの 4 部編成、すなわちより少ない楽器で再現でき、18 世紀
を通じて存在感を高めていく編成で演奏されることを念頭に作られたと考えられる。 
                                                 
1 例えばロジェが装飾音を書き下したコレッリの作品 5などが代表的だが、それ以外にもダンドリユー
Jean-François Dandrieu（1682 ? – 1738）のソロ・ソナタなどが挙げられる。またソナタ以外では、デュパー




































 このような新たな第 2 ヴァイオリン・パートは、組曲を構成する 31 曲のうち 22 曲で認










重要となっている場合もある。先ほどの第 22 曲〈エール〉の後半では、新たな音型が第 1
ヴァイオリンと平行 3 度の音程で動き、旋律の存在感を高める働きをしている。また、第
26 曲の〈プレリュード〉では、冒頭 8 小節間において第 2 ヴァイオリン・パートが新たに
作られ、第 1ヴァイオリンよりも高い音程に達する（譜例 12）。その結果、ここでは第 2ヴ
ァイオリンが最も動きの多い主要旋律となり、第 1 ヴァイオリンはバスとともに拍を刻む
役目を担っている。このように、ドロジエは初版スコアのヴィオラ・パートを用いながら、
                                                 







譜例 11. 組曲《アルミード》より第 22曲〈エール〉（LWV71/39）、1 – 10小節。 
 




次に、第 2 ヴァイオリン・パートが完全に新しく作られた場合を見てみたい。第 8 曲〈ロ
ンド〉と第 20 曲〈ロンドの合唱〉は、いずれもロンド形式の声楽曲（〈アルミードに従お


















う最も上声部のパート（haute-contre du chœur）に基づく。その結果、トリオでは第 1ヴァ
イオリンと第 2 ヴァイオリンが同じ音域を奏で、しばしば交差するようになった。ここで
は第 2 ヴァイオリン・パートが最も高い音域に達することも多く、第 1 ヴァイオリンを補
強する役目ではなく独立した旋律として扱われている（譜例 14）。 


























                                                 



























曲の最初の 2小節はハ長調の I – VIという和声だが、2小節目でヴィオラ・パートがニ―変




                                                 







譜例 16. 組曲《アルミード》より第 8曲〈ロンド〉（LWV71/27）、ロジェ、第 1 – 6小節。 
 
 
譜例 17. 組曲《アルミード》より第 8曲〈ロンド〉（LWV71/27）、ロジェ、第 13 – 18小節。 
 

















































 ロジェ版の《イジス》では、第 8曲〈それこそが水の神だ C’est le dieu des eaux〉、第 21
曲〈メヌエット〉、第 22 曲〈トリオ〉にてトリオ編成が見られる。これらのうち、第 8 曲
の原曲（LWV54/4）は二つのヴァイオリンとバス、第 22曲の原曲（LWV54/44）メゾ・ソプ
ラノとテノールの重唱と通奏低音のために書かれた、トリオ編成の楽曲である。一方で、
第 21 曲の原曲は〈第 3 エール〉（LWV54/45）と題される器楽曲で、5 パートの弦楽合奏に
より演奏される。《イジス》の総合スコアの初版は 1719 年と遅いので、ロジェ版が出版さ












また、《アティス》の組曲版では、第 4 曲〈シャコンヌ〉と第 18 曲〈アティスの眠り〉
において部分的にトリオ編成の箇所が見られる。このうち、第 18 曲の原曲（〈眠り Le 
sommeil〉LWV53/54）では弦楽 5部編成による部分と、2本のフルートと通奏低音による部
分が交互に現れ、それによってトリオ編成の箇所が生じる。 
一方、第 4曲〈シャコンヌ〉は、第 2幕の〈ゼフィルのアントレ Entrée des Zephirs〉（LWV53/47）
に由来する。このアントレは 8 小節のバッソ・オスティナートを基盤に変奏を繰り返すシ
ャコンヌ風の楽曲で、3 本のオーボエと弦楽 5 部という編成で書かれている。この曲では、
オブリガート声部である第 1 オーボエと通奏低音が常に演奏し続ける中で、三つのオーボ
エによる部分と弦楽 5部による部分が交互に現れ、4パートと 5パートの音響が対比される


















譜例 18. 《アティス》より〈ゼフィルのアントレ〉（LWV53/47）、バラール版。 
1 – 7小節 
 







譜例 19. 組曲《アティス》より第 4曲〈シャコンヌ〉（LWV53/47）、ロジェ版。 




































譜例 20. 組曲《ファエトン》より第 7曲〈オーボエのための〉（LWV61/23）、ロジェ版、1 – 
13小節。 
 











イオリン・パートがバスの 3度上の音を補うことで調性感が高まっている（譜例 21）。 
なお、このメヌエットは本来、イ短調のロンド形式で書かれた。そこでは、ルフランと
第 1 クープレはシャリトの独唱によって歌われ、第 2 クープレは弦楽 5 部によって演奏さ
れる。つまり、シャリトのエールと弦楽アンサンブルはもともと一続きのロンドだった。
しかし組曲版では、前半と後半が個別の楽曲として扱われている。その際、シャリトのエ
ール部分のみニ短調に転調され、これが第 6 曲となった。一方で、第 2 クープレはイ短調
のまま、〈メヌエット〉として第 8曲になった。恐らく、この組曲の編集を担ったフースは、
第 6 曲と第 8 曲がよく似た曲調であるため、どちらかを転調をすることで変化をつけよう





であるためには Non, non, pour être invincible〉と〈あなたはもう待ってはなりません Vous ne 
devez plus attendre〉LWV63/34、36）に由来する。前者はフース版で〈ヴァイオリンのため
の Pour les violons〉と題されるように、二つのヴァイオリンと通奏低音による前奏部分に基
づく。組曲版ではここに、ヴィオラ・パートが追加され、4パート編成となった。付け足さ
れたヴィオラ・パートはバス・パートを補うような音の配置で和声を充実させ、バスが活












譜例 22. 組曲《アマディス》より第 5曲〈エール〉（LWV63/34）、ロジェ版。 
1 – 7小節 
 
 















長三和音へと移り変わる（譜例 23）。しかし組曲版では、バスは第 7小節の 1拍目ですでに













の神が歌う〈今こそ愛が我らを結ぶとき Il est temps que l'amour nous enchaîne〉（LWV58/11）
に由来する。この曲は元来ト長調で書かれた、通奏低音つきの 2 重唱だが、組曲では変ロ








                                                 











































































 第 1 部では、ロジェの経歴と活動に関して、彼と母国フランスとの関係性、とりわけユ
グノーの書籍商としての側面に注目して考察した。 







































































































































































ソワ・クープラン François Couperin（1668 – 1733）の《王宮のコンセール》に代表される、






                                                 






 一方ドイツでは、1680年から 1710年にかけて、ヨハン・ジギスムント・クッサーJohann 
Sigismund Kusser（1660 – 1727）、ゲオルク・ムッファト George Muffat（1653 – 1704）、ヨハ
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Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera de Roland. [GB-Lbl. a. 148. (1.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera d’Amadis. [GB-Lbl. a. 148. (2.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer du ballet de Psyché. [GB-Lbl. a. 148. (3.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera d’Isis. [GB-Lbl. a. 148. (4.)] 
Ouverture, Passacaille avec tous les autre airs à jouer de l’opera d’Acis et Galatée.  
[GB-Lbl. a. 148. (5.)] 
Ouverture Chaconne & Tous les autres Airs à joüer de l’Opera d’Armide. [GB-Lbl. a.148. (6.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera de Béllerophon. [GB-Lbl. a. 148. (7.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera de Cadmus et Hemione. [GB-Lbl. a. 148. (8.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera de Phaëton. [GB-Lbl. a. 148. (9.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera d’Alceste. [GB-Lbl. a. 148. (10.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera d’Atys. [GB-Lbl. a. 148. (11.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera de Persée. [GB-Lbl. a. 148. (12.)] 
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Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera de Proserpine. [ GB-Lbl. a. 148. (13.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer de l’opera de Béllerophon. [GB-Lbl. a. 148. (14.)] 
Ouverture avec tous les airs à jouer du ballet du Temple de la Paix. [GB-Lbl. a. 148. (15.)] 
 
バラール版 
Armide, tragédie mise en musique... M.DC.LXXX. VI. [F-Pn, Vm2-91] 
Proserpine, tragédie mise en musique... M.DC.LXXX. [F-Pn, Vm2-51] 
 
フース版 
Ouverture avec tous les airs de violon de l’opera d’Amadis.  
[GB-Lbl. K. 7. c. 2. (10.) ; US-R, M 1505. L956]. 
Ouverture avec tous les airs de violon de l’opera de Cadmus.  
[GB-Lbl. K. 7. c. 2. (11.) ; US-R, M1505. L956]. 
Ouverture avec tous les airs de violon de l’opera de Persée. [GB-Lbl. K. 7. c. 2. (12.)] 
Ouverture avec tous les airs de violon de l’opera de Phaëton. [GB-Lbl. K. 7. c. 2. (13)] 
 
ポアンテル版 
Achille et Polixene, Tragedie. Mise en musique, le premier acte, par feu Monsieur de Lully, le 
prologue & les quatre actes par Monsieur Collasse, Maître de la Chapelle du Roi. ... Sur 
la copie de Paris. A Amsterdam, chez Antoine Pointel... M. DC. LXXXVIII.  
[F-Pn, D. 2286] 
Les airs de la Grotte de Versailles, et de la Mascarade. Propres à chanter & à joüer sur toutes 
sortes d’instruments... 1700. [F-Pn, Rés. Vm7 602] 
Les simphonies à 4. avec les airs et triots[sic] d'Alceste. [A-Wn, SA. 79. C. 18] 
Les simphonies à 4. avec les airs et triots[sic] de Cadmus. [A-Wn, SA. 79. C. 20] 
Les simphonies à 4. avec les airs et triots[sic] de l’Amour et de Bacchus. [A-Wn, SA. 79. C. 17] 
Les simphonies à 4. avec les airs et triots[sic] de Phaëton. [A-Wn, SA. 79. C. 21] 
Les simphonies à 4. avec les airs et triots[sic] de Psyché. [A-Wn, SA. 79. C. 19] 
Tous les airs de violon de l’opera d’Amadis... [GB-Lbl, K. 2. c. 7. (9.)] 
Temple de la Paix. Ballet. Dansé devant sa Majesté à Fontaine-bleau t. Amsterdam Au Rosier.. 
[GB-Lbl, K. 2. c. 7. (16.)] 
 
シュティヒター＝ドロジエ版 
Recueil. De tous les airs à joüer sur le violon & sur la flute de l’opera d’Amide ... Suivant la 
copie du grand livre de Paris. à AMSTERDAM, Imprimé chez Jean Stichter, dans le 






Les trio des opera de Monsieur de Lully, mis en ordre pour les concerts. Propres à chanter & à 
joüer sur la flute, le violon, & autres instruments... 1690. [F-Pn Rés. Vmc. 178 (1-2)] 
 
（2）その他の作曲家 
Bononcini, Giovanni Maria. [1701]. Bononcini’s ayres in 3 parts, as almands corrants preludes 
gavotts sarabands and jiggs with a through bass for the harpsicord. London, Walsh & 
Hare. [GB-Lbl, d.150. (2)]. 
―――. [1705]. Bononcini’s aires for two flutes and a bass or two flutes without a bass… 
London, Walsh & Hare. [GB-Lbl, d.150. (1)]. 
Bonporti, Francesco Antonio. [1716]. Baletti à violino solo e violoncello o basso continuo da 
Antonio Buonporti Gentilhomme di Trento opera nona. Amsterdam, Roger.  
[F-Pn, A-33488] Reprinted by Antonio Carlini, Trento, Società filarmonica di Trento, 
2003. 
La Barre, Michel de. 1709-1714/1993. Pièces à deux flûtes sans basse. Édition fac-similée de 9 
suites publiées par Foucault. Courlay (France), Fuzeau. 
Müller, Johann Michael. [1712]. XII Sonates à hautbois de concert, qu’on doit jouer sur cet 
instrument sur tout quand il y a écrit solo, deux hautbois ou violons, une taille, un fagot 
& basse continue pour le clavecin, ou basse de violon. Amsterdam, Roger. Facsimile 
edition by Michel Giboreau, Bressuire (France), Fuzeau, 2003. 
Pez, Christopher. [1706]. Sonate da camera à tre due flauti e basso. Opera seconda. Amsterdam, 
Roger. [S-Skma, B2: 65]. 
―――. [1712]. Sonate da camera à tre due flauti e basso. Opera terza. Amsterdam, Roger. 
[S-Skma, B2: 66]. 
Steffani, Agostino. [1706]. Sonate da camera à tre, due violini alto e basso. Amsterdam, Roger. 
Reprinted by Lino Pizzolato, Venice, Fondazione Levi, 1996. 
 
